
切れ目のない緩和ケアを実施するために、地域の医療従事者が集い、

多職種による事例検討を行います。

今回は、自宅が遠方で緊急受診が困難、医療処置が多くトラブル対応の支援が必
要、合併症発症リスクが高いなどの問題を抱えた患者さんとご家族が安心して療養
できる地域連携について考えていきたいと思います。

下関市立市民病院の牧野先生にお越しいただきますので、下関地域の緩和ケアの
状況等についてもご紹介お願いしております。皆様のご参加をお待ちしています。

日時：平成30年6月20日(水）17：30～18：30（17:00受付開始）
場所：山口大学医学部附属病院 新中央診療棟1階多目的室1

（別紙会場案内図をご参照ください）
※ お 車 で お 越 し の 方 は 病 院 外 来 の 駐 車 場 を ご 利 用 く だ さ い 。

駐車券は、無料パンチをいたしますので、会場までご持参ください。

参加費：無料 対象：医療関係者
17：30～18：30 演者より事例提示後、グループディスカッション

地域の緩和ケア病棟と在宅医の連携により希望する自宅で
の看取りが実現した舌がん事例

山口大学医学部附属病院 歯科口腔外科
堀永 大樹先生

山口大学医学部附属病院 看護部
今中 麻友美先生

下関市立市民病院 緩和ケア内科
牧野一郎先生

共催：山口大学医学部附属病院緩和ケアセンター(平成30年第2回緩和ケアセンターセミナー）
山口大学医学部附属病院腫瘍センター（第94回腫瘍センターセミナー）
中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム（平成30年第2回がん治療スキルアップセミナー）

お問い合わせ先：山口大学医学部附属病院 緩和ケアセンター事務局
Tel：0836-85-3070 FAX：0836-85-3071
E-mail：y-kanwa@yamaguchi-u.ac.jp


